
 

提案書評価基準 

１ 評価事項 

提案書に対する評価は、表１の評価項目及び配点のもと行います。 評価の視点は表２の

とおりとします 

 

２ 評価方法 

(1) 「類似業務の実績」「提案内容（２）エ」は、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

(2) 「業務実施体制」「事業趣旨の理解度」「提案内容（１）」「提案内容（２）ア、イ、ウ」

は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

(3) 評価点について、次のように配点を行う。 

  それぞれの配点に、Ａ＝5/5、Ｂ＝4/5、Ｃ＝3/5、Ｄ＝2/5、Ｅ＝1/5 を乗じて算出する。 

  ア 業務実施体制、提案内容（１） 

    配点 10 点 A=10 点、B=８点、C=６点、D=４点、E＝２点 

イ 類似業務の実績、提案内容（２）エ 

    配点 15 点 A=15 点、C=９点、E＝３点 

  ウ 事業趣旨の理解度、提案内容（２）ア、イ、ウ 

    配点 15 点 A=15 点、B＝12 点、C＝９点、D＝６点、E＝３点 

  ワーク・ライフ・バランス及び脱炭素・SDGs に関する取組の評価については、表１の

「評価の着目点」に記載した項目について１つ満たすごとに１点を加算する。  

(4) 評価が同点となった場合は、評価委員会に出席した委員の多数決で決し、票数が同数の

場合は、委員長の決するところによる。 

(5) 評価に E がある場合は、委託の受託候補者に原則として特定しない。 

(6) 評価の合計が 72 点に満たない場合は、委託の受託候補者として特定しない。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 

（配点） 
評価の着目点 配点 評価 

評価

点 

業務実施体制 

（10 点） 

本市との十分な連絡調整ができる体制が整備され、円滑 
かつ継続的に安定した業務遂行が期待できるか 

10   

類似業務の実績 

（15 点） 

過去５年間に類似業務の実績があり、その業務内容や事
業手法が本業務の実施につながると評価できるか。 

15   

事業趣旨の理解度 

（15 点） 

横浜市の方針や施策及び「YOKOHAMA GO GREEN」の役割を
踏まえ、本業務内容の趣旨・目的を的確かつ十分な理解
に理解した提案であるか。 

15   

提案内容（１） 
CO2 排出量測定 
システムの提供 

(20点) 

ア 市民目線で直感的に分かりやすいシステムとなって
おり、市民の行動意欲につながる内容となっているか。 

10   

イ イベント主催者（区等）が利用しやすいシステムで
あり、イベント以外での活用範囲の拡大が期待できる

内容となっているか。 

10   

提案内容（２） 
GO GREEN チャレン
ジの企画立案・運

営 
（60 点） 

ア 本市の目的・課題を踏まえ、脱炭素行動の実践に繋
がる提案になっているか。 

15   

イ ターゲット層である親子の参加と学びに繋がる工
夫がなされているか。 

15   

ウ 話題性及び実現可能性がある提案となっているか 15   

エ 当日のイベント運営において、充分な運営体制を確
保できるか。 

15   

ワーク・ライフ・

バランスに関する

取組（５点） 

次の項目を満たしているか（各項目１点） 
□ 次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動

計画の策定（ 従業員101 人未満の場合のみ加算） 
□ 女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に
基づく一般事業主行動計画の策定（従業員301 人未満の
み加算） 
□ 次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみんマ
ーク、プラチナくるみんマーク）、 女性の職業生活におけ

る活躍の推進に関する法律に基づく認定（えるぼし）の
取得、又はよこはまグッドバランス賞の取得 
□ 青少年の雇用の促進等に関する法律に基づくユー 
スエール認定の取得 
□障害者雇用促進法に基づく法定雇用率 2.5％の達成
（従業員40 人以上）、又は、障害者を１名以上雇用して

いる（従業員 40 人未満） 

５   

脱炭素・SDGs に関

する取組 

（２点） 

次の項目を満たしているか（各項目１点） 

□横浜市SDGs認証制度 “Y-SDGs”の取得 
□エコアクション21認証の取得 

２   

表１ 



 

 

 

 

A（5/5） B（4/5） C（3/5） D（2/5） E（1/5）

業務実施体制
（10点）

本市との十分な連絡調整ができる体制が
整備され、円滑かつ継続的に安定した業務
遂行が期待できるか。

本市と十分に意思疎
通を図る仕組みや、
フレキシブルに対応
できる体制が提案さ
れており、万全な実
施が期待できる

本市と連絡・調整が
できる仕組みや体制
等が提
案されており、円滑
な実施が期待できる

人員配置や組織体
制において、必要水
準を満たしている

人員体制や組織体
制に不安がある

十分な人員配置が
なく組織体制が整っ
ていないまたは該当
する記載がない

類似業務の実績
（15点）

過去５年間に類似業務の実績があり、その
業務内容や事業手法が本業務の実施につ
ながると評価できるか。

同種業務で複数の
受託実績があり、業
務実績を本業務の
実施に課すことが十
分期待できる

同種業務で受託実
績がある、業務実績
を本業務の実施に
生かす
ことが期待できる

同種業務で受託実
績がないまたは業務
実績を本業務に生
かすことが期待でき
ない

事業趣旨の理解度
（15点）

横浜市の方針や施策及び「YOKOHAMA
GO GREEN」の役割を踏まえ、本業務内容
の趣旨・目的を的確かつ十分な理解に基づ
いた提案であるか。

的確かつ十分な理
解に基づき、本市の
方針に非常に合致し
た提案である

十分な理解に基づ
き、本市の方針に合
致した提案である

理解に基づき、本市
の方針に沿った提案
である

理解に不安な点が
あり、本市の方針に
あまりそぐわない提
案である

理解しておらず、本
市の方針ともそぐわ
ない提案である

ア　市民目線で直感的に分かりやすいシス
テムとなっており、市民の行動意欲につな
がる内容となっているか。

市民目線で非常に
分かりやすく、市民
の行動意欲に繋が
ることが十分期待で
きる

市民目線で十分分
かりやすく、市民の
行動意欲に繋がるこ
とが期待できる

市民目線で分かりや
すく、市民の行動意
欲に繋がることがや
や期待できる

市民目線で分かりや
すさに不安があり、
行動意欲につながる
ことがあまり期待で
きない

市民目線で分かりに
くく、行動意欲につな
がることが全く期待
できない

イ　イベント主催者（区等）が利用しやすいシ
ステムであり、イベント以外での活用範囲の
拡大が期待できる内容となっているか。

イベント主催者が非
常に利用しやすく、
様々な場面での活
用が十分期待できる

イベント主催者が利
用しやすく、様々な
場面での活用が期
待できる

イベントを行う上で、
充分な内容となって
いる

イベント主催者が利
用しやすさに不安が
あり、限定的な活用
に留まることが見込
まれる

イベント主催者が利
用しにくく、活用が期
待できない

ア　本市の課題や目的を踏まえ、、脱炭素
行動の実践に繋がる提案になっているか。

的確かつ十分に理
解し、脱炭素行動の
実践に繋がることが
非常に見込まれる

十分な理解に基づ
き、脱炭素行動の実
践に繋がることが見
込まれる

標準的な提案となっ
ている

理解に不安な点が
あり、脱炭素行動の
実践に繋がることが
あまり見込まれない

理解しておらず、脱
炭素行動の実践に
繋がることが見込ま
れない

イ　ターゲット層である親子の参加と学びに
繋がる工夫がなされているか。

多くの親子の参加が
見込まれ、学びにつ
ながる十分な工夫
がされている。

一定程度の親子で
の参加が見込まれ、
学びにつながる工夫
がされている。

標準的な提案となっ
ている

親子での参加や、学
びにつながる工夫が
されているとはあま
りいえない

親子での参加が見
込まれず、工夫がな
されていない

ウ　話題性及び実現可能性がある提案と
なっているか

話題性があり、かつ
実現可能性も高く、
魅力的な提案となっ
ている

話題性があり、かつ
実現可能性のある
提案となっている

標準的な提案となっ
ている

話題性及び実現可
能性のある提案とは
あまりいえない

話題性及び実現可
能性のある提案とは
いえない

エ　当日のイベント運営において、充分な運
営体制を確保できるか。

円滑な運営のため、
充分な運営体制が
確保されている。

一定程度の運営体
制が確保されてい
る。

充分な体制が確保さ
れているとはいえな
い。

評価

提案内容（１）
CO2排出量計測
システムの提供

(20点)

評価項目 評価の視点

提案内容（２）
GO GREENチャレンジ

の企画立案・運営
（60点）

表２ 


